
 

©日揮株式会社 2012                  1 
©アクト・コンサルティング 2012 

  

知的生産性知的生産性知的生産性知的生産性をををを高高高高めめめめ、、、、経営者経営者経営者経営者からからからから投資承認投資承認投資承認投資承認をををを得得得得るるるるためにためにためにために    

研究所投資研究所投資研究所投資研究所投資ののののマスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン策定支援策定支援策定支援策定支援    

 
日揮株式会社／株式会社アクト・コンサルティング 

 
研究所の新設・リニューアルの投資は、知的生産性向上のために重要です。しかし、投資効果を

経営者に明示することが難しく、必要な投資が滞っている例が見受けられます。 
弊社は、研究所投資によって知的生産性を向上させる方法を明確化し、これを事実で実証し、経

営者からの承認を獲得するまでを一貫して実現する「マスタープラン策定」を支援致します。 
 

ダイレクトコミュニケーションダイレクトコミュニケーションダイレクトコミュニケーションダイレクトコミュニケーションをををを活発化活発化活発化活発化しししし、、、、知的生産性知的生産性知的生産性知的生産性をををを向上向上向上向上させさせさせさせますますますます    

直接会って知見を交換し合うダイレクトコミュニケーション（以下ＤＣＤＣＤＣＤＣ）が、研究開発の知的生産向上

に決定的な役割を果たします。このことは知的生産に関わる研究*によって、明らかにされています。

過去の研究成果には、他者とのインフォーマルな議論で得た気付きが貢献しています。研究開発部

門のハイパフォーマーは、社内外の有識者に積極的に会いに行っています。もちろん研究所の投資

には、ＢＣＰや工数削減などの目的もあるでしょう。しかしそれが研究所である以上、知的生産性向上

を最優先とすべきであり、ＤＣ活発化は、これを実現する方法なのです。 

 

１．ＤＣの活発化で、他者への建設的批判、惜しげのない助言、躊躇なくそれらに晒されることが日常化する。

また、社内他部門や社外キーマンに躊躇無く会いに行き、知恵を借りる行動力が醸成される。結果として、

衆知結集による創造、ブレークスルーが推進される。 

２．ＤＣの中で、互いの持っている研究開発のノウハウ（コツ、成功失敗事例など）を交換し合うことで、自分のノ

ウハウを自覚し積極的に実践し、また、他人のノウハウを獲得し、各自の知的生産性が高まる。更に、部下

に対してもノウハウを語って分からせ、やらせて指導することが可能となり、部下の能力を高められる。 

３．ＤＣの活発化によって、相手が驚く話、相手に貢献する話をしようという気持ちが高まり、そのための準備と

して、研究者一人ひとりが、日ごろの気付きを基に新たな知見を創造するようになる。その結果、研究者一

人ひとりの知見と「気付き力」が高まり、また他者の気付いた知見を獲得し、セレンディピティーが高まる。 

４．ＤＣの活発化によって、意思決定、合意形成を求める相手が、何に逡巡しているかを見極め、意図を持っ

て相手の気持ちを変えるコミュニケーションを行えるようになる。結果、研究者一人ひとりの、関係者巻き込

み能力が高まり、一人では出来ないことが達成できるようになる。 

 
従って、投資承認獲得のためには、上述のＤＣに関わる現場の実態と、目標とすべきＤＣ改善の水

準、それによる知的生産性向上効果を、事実に基づいて明らかにすることが必要です。 

 
(*) 「Managing the Flow of Technology: Technology Transfer and the Dissemination 

 of Technological Information Within the R&D Organization」 Thomas.J.Allen 
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ダイレクトコミュニケーションダイレクトコミュニケーションダイレクトコミュニケーションダイレクトコミュニケーション活発化活発化活発化活発化のためにのためにのためにのために、、、、総合総合総合総合システムシステムシステムシステムとしてのとしてのとしてのとしての改革改革改革改革をををを行行行行いますいますいますいます    

ＤＣ、特に正式な会議ではないインフォーマルなコミュニケーションは、人材能力、モチベーション、

組織、文化、マネジメント、空間といった要素の相互作用で引き起こされます。そこで、これら全ての

要素を加味した「総合システム」として、研究所の目指す姿を明確化することが必要です。 
 

組織、文化の改革 

◇ 組織は、ＤＣを行う 人と人のネットワークのフレームです。多くの人はそのフレームの制約の中でＤＣを行

います。従って組織構造の改革は、知的生産性即ちＤＣを向上させる重要な視点となります。 

◇ 人の感情が、ＤＣを阻害することもあります。組織文化は感情の規範（パラダイム）です。多くの人とＤＣを

行うことが重要だという規範があると、人はＤＣにためらいません。逆に、静かにデスクワークが良いという

規範があると、積極的なＤＣは起きません。組織構造と共に、組織文化の改革が求められるのです。 

    

オフィス空間の改革 

◇ ＤＣの多くはオフィスで行われます。オフィス空間の形状が、ＤＣに大きな影響を与えます。DC 活発化の

ための空間理論に基づき、課題明確化、解決策の策定が必要です。 

 

 

レイアウトや建屋の改革 

◇ DC は、人の行為が重なり合って、より広範囲で活発化させることができます。そのためには、レイアウトや

建屋そのものを改革し、重なり合いを最大化することが必要です。 

◇ 研究開発施設はオフィスのみならず、実験室、会議室、食堂、ホールなど多くの構成要素で出来ていま

す。各々構成要素の空間で行われる行動の重なり合いがＤＣを活発化し、知的生産性を向上させます。 
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ファクトファクトファクトファクトでででで実証実証実証実証しししし、「、「、「、「意思決定課題意思決定課題意思決定課題意思決定課題」」」」をををを解決解決解決解決しますしますしますします    

投資の承認獲得では、意思決定が「意思行為」であることを認識することが必要です。未来を完全

に予測することはできません。そこで企業は、妥当な決定ができる人材を厳選し、決定権限を与えま

す。こうしてアサインされた意思決定者は、知識や経験、勘を総動員し、意思でもって決定します。 
そこで提案者は、「意思決定課題」すなわち決定において逡巡すること、心配事、不安要素が何か

を洞察し、これを解決しなければなりません。意思決定課題の解決には、明快なメッセージと、これを

実証するファクトが必要です。 
 
 

意思決定課題 研究現場では、放置できないような大きな問題が起きているのか？ 

解決のための 

提案者によるメッセージ 

若手はＤＣをあまり実践していません。重要性も認識していません。

＊＊が事業部側に移り、＊＊などが無くなったことが、大きな背景

です。このままでは、将来知的生産性が低下する脅威があります。 

 
意思決定課題 ＤＣの効果は、それほど大きいのか？ 

解決のための 

提案者によるメッセージ 

過去の成果には、インフォーマルなＤＣが、幾つも貢献しています。 

 

 

意思決定課題意思決定課題意思決定課題意思決定課題ととととファクトファクトファクトファクトによるによるによるによる解決解決解決解決のののの事例事例事例事例 

研究者ＤＣ実態アンケート調査結果 

成果を上げたテーマのリーダーインタビュー結果 
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成果物成果物成果物成果物    

本支援では、以下の成果物を作成し、承認獲得を行います。 

 
推進方法推進方法推進方法推進方法    

弊社では、以下の流れで、知的生産性向上方法、目指す研究所の姿、実現のための進め方、効

果、事実による実証、経営者からの承認獲得までを、一貫して支援します。 

 
おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

・日揮株式会社    糀谷/山瀬   koujitani.toshio@jgc.co.jp   045-682-8481 
・株式会社ｱｸﾄ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 野間   noma@act-consulting.co.jp   03-5715-0107 

 


